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午前９時５６分開会 

○議長（鈴木宗貴君）  おはようございます。定刻前ですが、おそろいになりましたの

で始めさせていただきたいと思います。 

 これより令和２年第１回ふじみ衛生組合議会定例会を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第１ 会期の決定 

○議長（鈴木宗貴君）  日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。会期は本日１日といたします。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日とすることに

決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（鈴木宗貴君）  続きまして、日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第３６条の規定により、１番井上耕志議員及び６番寺井均

議員を指名いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第３ 管理者報告 

○議長（鈴木宗貴君）  日程第３、管理者報告に入ります。 

 それでは、河村管理者、お願いいたします。 

 河村管理者。 

○管理者（河村孝君）  皆さん、おはようございます。立春から半年経ちまして、春の

気配が少しずつでありますが感じられるようになってきた今日このごろでございます。た

だ、ニュース等でご心配のように、新型コロナウイルスが日本に上陸して、本格的な広が

りを見せるか、見せないか、ここからが日本国としても、また、各自治体にとっても大き

な正念場になるというふうに思っています。幸いなことに、調布市さんにおかれましても、

三鷹市におかれましても、現在のところ、そういう患者が発生した等の情報は全くござい

ません。これからしっかりと落ちついて、両市ともども市政にしっかりと携わっていきた

いというふうに思っております。 
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 本日は、両市の定例議会を控えまして、何かとご多用の時期でございますが、議員の皆

様におかれましては、先月末の行政視察に続きまして、令和２年第１回ふじみ衛生組合議

会定例会をお願い申し上げまして、恐縮に存じます。 

 それでは、早速、報告に入らせていただきます。本日ご報告申し上げる事項は７件でご

ざいます。 

 ご報告の第１件目は、ごみ処理実績についてでございます。 

 なお、重量につきましては、小数点以下を四捨五入してご報告させていただきますので、

ご了承をお願いいたします。 

 初めに、資料１をご覧ください。クリーンプラザふじみの令和元年１０月から１２月ま

での処理実績でございます。この３カ月間の総搬入量は１万９,２１５トンでございまし

て、前年度と比較いたしますと３５１トン、１.９％の増となっています。 

 その内訳といたしましては、三鷹市が７,５２１トンで構成比４４.４％、前年度比

６８トン、０.９％の増、調布市が９,４０１トンで構成比５５.６％、前年度比６１１ト

ン、７.０％の増となっております。また、リサイクルセンターにおける処理後の可燃性

残渣の搬入につきましては１,６２１トンで、前年度比２４２トン、１３.０％の減となっ

ています。そのほか、小金井市の広域支援では６７２トンを受け入れました。 

 続きまして、資料３をご覧ください。リサイクルセンターの令和元年１０月から１２月

までの処理実績でございます。この３カ月間の総搬入量は４,４４９トンでございまして、

前年度と比較いたしますと７８トン、１.７％の減となっています。 

 その内訳といたしましては、三鷹市が２,１５２トンで構成比４８.４％、前年度比

１００トン、４.４％の減、調布市が２,２９７トンで構成比５１.６％、前年度比２１ト

ン、０.９％の増となっております。 

 続きまして、ご報告の第２件目は、視察・見学の状況についてでございます。 

 資料８をご覧ください。クリーンプラザふじみの平成３１年４月から令和元年１２月ま

で９カ月間の視察・見学者数でございます。総来場者数は８５団体、６,２８０人で、前

年度と比べまして４団体、６１０人の減となりました。これは、天候の影響もあり、ふじ

みまつりの来場者が昨年度に比べ少なかったことが主な要因でございます。 

 また、表の欄外にありますように、稼働７年目を迎えましても、これまでの国際貢献の

取り組みが評価され、アジア・アフリカ諸国を中心に、２８カ国から多数の見学者が来場

されました。 
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 ご報告の第３件目は、ふじみまつりについてでございます。 

 昨年１１月２４日、第７回ふじみまつりを開催いたしました。前日まで雨が降り、開催

が危ぶまれましたが、当日の９時には雨も上がり、２,５３４人の皆様にご参加をいただ

きました。 

 地元協議会委員と職員による実行委員会に加え、三鷹市、調布市、そしてふじみ衛生組

合が協働して、運営に取り組んでまいりました。 

 今回も多くの学生ボランティアの参加があり、無事故で盛況のうちに実施することがで

きました。 

 組合議員のみならず、両市議会の議員の皆様におかれましても、お忙しい中お立ち寄り

くださいました。この場をお借りしまして、お礼申し上げます。 

 ご報告の第４件目は、地元協議会についてでございます。 

 地元協議会については、昨年の１２月９日に第６４回、２月１２日に第６５回の地元協

議会をそれぞれ開催いたしました。 

 リサイクルセンター整備基本構想（案）についてご意見を伺うとともに、台風１９号に

よる宮城県内の災害廃棄物の受け入れについて協議を行いました。 

 リサイクルセンター整備基本構想（案）については、災害時にも対応が可能であり、一

時避難場所として活用できるような施設にしてほしいとの意見や、経費がかかる事業であ

り、さらに経費が低減できる方法も考えてほしいなどの意見がございました。 

 また、宮城県内の災害廃棄物の受け入れにつきましては、困ったときはお互いさまであ

り、積極的に受け入れるべきであるとのご意見でした。 

 次回の会議につきましては、５月１８日に第６６回の地元協議会の開催を予定しており

ます。 

 ご報告の第５件目は、リサイクルセンター更新検討についてでございます。 

 資料９－１をご覧ください。リサイクルセンター整備基本構想（案）に対するパブリッ

クコメントを令和元年１２月２０日から令和２年１月２０日まで実施いたしました。いた

だいたご意見は、２名から１４件でございました。いただきました貴重なご意見は、基本

計画の策定など今後の施設整備の検討に当たり参考にさせていただきたいと考えています。 

 裏面をご覧ください。このたびいただきましたご意見を踏まえ、リサイクルセンター施

設整備基本構想（案）を修正いたしました。修正後のリサイクルセンター整備基本構想

（案）を資料９－２として添付させていただきましたので、ご覧いただければと存じます。 
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 ご報告の第６件目は、大崎市の災害ごみ受け入れについてでございます。 

 資料１０をご覧ください。令和元年１２月２４日に宮城県知事から東京都知事に対して、

台風１９号により生じた大崎市内の災害廃棄物の処理について協力要請がありました。こ

れを受けて東京都知事から、市長会会長、区長会会長、町村会会長に対して令和２年１月

６日に協力依頼がありました。 

 １月２７日に開催された市長会において支援を行うことが決定いたしましたので、ふじ

み衛生組合といたしましても受け入れを行うものでございます。東京都全体で約

４,０００トンの受け入れを予定しています。東京二十三区清掃一部事務組合、多摩地域

でそれぞれ約２,０００トンを受け入れる予定です。 

 多摩地域では、１０工場が受け入れる予定で、ふじみ衛生組合では３月１６日から３月

３１日までを予定しています。 

 なお、多摩地域の工場では、１日あたり４トン２台を受け入れ、１団体２週間でローテ

ーションすることとし、１２月末までには受け入れを終了する予定でございます。 

 したがいまして、来年度には２回目の受け入れが想定されます。今後も適切な情報提供

に努めてまいります。 

 ご報告の７件目は、三鷹市小学生囲碁大会についてでございます。 

 資料１１をご覧ください。令和２年３月７日にクリーンプラザふじみにおいて、三鷹市

小学生囲碁大会が開催されます。今回の大会は、クリーンプラザふじみで開催されること

もあり、地元協議会、市民交流委員の働きかけにより、調布市の小学生も参加できる大会

となりました。クリーンプラザふじみを、単に両市のごみを処理するだけでなく、両市の

市民の方の交流の場として活用していただけることは大変有意義であると思っております。 

 今後もふじみ衛生組合の施設を両市市民の交流の場として活用していただけるよう努め

てまいります。 

 私からのご報告は以上でございます。 

 なお、ごみ処理実績につきまして事務局長より補足説明させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 

○事務局長（荻原正樹君）  おはようございます。管理者報告のうち、ごみ処理実績に

ついて補足報告をさせていただきます。 

 資料１をご覧ください。クリーンプラザふじみの令和元年１０月から１２月までの３カ
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月間の状況でございます。 

 搬入実績につきましては、前年度と比較いたしまして、総量で１.９％の増となりまし

た。その内訳ですが、１の委託収集いわゆる家庭系ごみにつきましては、三鷹市、調布市

とも微増となりました。２の直営・粗大ごみにつきましては、調布市が２４９トン、

１１８.２％の増となっています。これは、災害関連ごみの受け入れによるものでござい

ます。また、３の持ち込みに区分される事業系ごみにつきましては、調布市が２３８トン、

１３.８％の増となっておりますが、ラグビーワールドカップの開催が影響しているので

はないかと推測しています。 

 また、下段のふじみ衛生組合リサイクルセンターの可燃性残渣の減につきましては、容

器包装リサイクル法ルートによるリサイクルが順調に進んだことによるものでございます。 

 一方、この３カ月間で１万４,２９３トンを焼却処理し、熱回収による発電では、電力

事業者に４,８２１メガワットアワーを８,６１１万円余で売却いたしました。 

 また、処理に伴う焼却灰等１,６５１トンにつきましては、エコセメント化施設等に搬

出いたしました。 

 続きまして、資料２をご覧ください。クリーンプラザふじみの平成３１年１月から令和

元年１２月までの１年間の状況でございます。 

 この１年間の総搬入量は７万４,６７５トンでございまして、前年と比較いたしますと

２,２７４トン、３.１％の増となっています。 

 その内訳といたしましては、三鷹市が２万９,１９５トンで構成比４５.３％、前年比

８４４トン、３.０％の増、調布市が３万５,２７９トンで構成比５４.７％、前年比

１,５２２トン、４.５％の増となっています。また、リサイクルセンターにおける処理後

の可燃性残渣の搬入につきましては７,０１４トン、前年比９７トン、１.４％の減となっ

ています。そのほか、小金井市の広域支援では３,１８７トンを受け入れました。 

 内訳を見てみますと、調布市の直営・粗大ごみが増、並びに三鷹市及び調布市の持ち込

みごみが増となっておりますが、これは第３四半期と同様の理由によるものでございます。 

 また、この１年間の焼却処理量は７万２,２３４トンで前年比３３４トンの減となりま

した。 

 次に、資料３をご覧ください。リサイクルセンターの令和元年１０月から１２月までの

３カ月間の状況でございます。 

 １の搬入実績につきましては、全体では微減傾向となっています。 
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 内訳を見てみますと、調布市の不燃ごみが９７トン、１１.４％の増となっていますが、

これは、災害関連ごみを受け入れたこと及び年末の土曜日に市内全域において特別収集を

実施したことによるものでございます。 

 また、三鷹市のプラスチックが５５トン、６.０％の減、調布市のプラスチックが

７７トン、７.１％の減となっていますが、これは、汚れたプラスチックは可燃ごみとい

う収集変更によるものと考えております。 

 次に、２の搬出実績でございます。搬出実績につきましては、まず左側の有償・無償の

資源物から申し上げます。 

 総量は前年度と比べ１２６トン、５.５％の増となっています。この主な要因は、

１４番の容リ・プラスチックが２０３トンの増になったことによるものでございます。ま

た、１６番の小型家電につきましては、本年度から処理費用を支払う逆有償となりました

ので皆減となっています。その他の増減につきましては、搬出時期等によるものと捉えて

おります。 

 次に、右側の逆有償の資源物等搬出の欄をご覧ください。前期同様、水銀を含む有害廃

棄物、廃消火器などの処理困難物及び小型家電につきましては逆有償での処分となってい

ます。また、プラスチック類を含む可燃性残渣１,６２１トンにつきましては、全量をク

リーンプラザふじみにおいて焼却処理し熱回収いたしました。 

 続きまして、資料４をご覧ください。リサイクルセンターの平成３１年１月から令和元

年１２月までの１年間の状況でございます。 

 １の搬入実績につきましては、受入日数が１日少なかったこともあり、総量では

２５６トン、１.４％の減となりました。 

 内訳を見てみますと、調布市の粗大ごみが７６トン、２２.１％の増となっていますが、

これは、調布市クリーンセンターが二枚橋跡地に移転した際、たまっていた粗大ごみを大

型車両で搬入したことによる影響ではないかと推測しているところでございます。 

 また、調布市の不燃ごみが増、並びに三鷹市及び調布市のプラスチックが減となってお

りますが、これは第３四半期と同様の理由によるものでございます。 

 次に、２の搬出実績につきましては、まず左側の有償・無償の資源物から申し上げます。 

 総量は前年に比べ２１５トン、２.２％の減となっています。この要因ですが、１４番

の容リ・プラスチックが容器包装リサイクル法ルートによるリサイクルが順調に進んだこ

とにより１１７トンの増になった一方で、１６番の小型家電が平成３１年４月から処理費
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用を支払う逆有償となり、３３８トンの減となったことによるものでございます。 

 次に、右側の逆有償の資源物搬出の欄をご覧ください。水銀を含む有害廃棄物ですが、

ほぼ前年どおりの搬出となっています。処理困難物につきましては、廃消火器等でござい

まして、増要因は搬出時期によるものでございます。 

 また、小型家電につきましては、平成３１年４月から逆有償となり、皆増となっていま

す。 

 なお、リサイクルセンターの可燃性残渣につきましては７,０１４トンで前年比９７ト

ン、１.４％の減となり、全量をクリーンプラザふじみにおいて焼却処理し熱回収いたし

ました。 

 続きまして、有価物品等の価格の推移でございます。 

 資料の５をご覧ください。令和元年第４回定例会以降の状況についてご説明申し上げま

す。 

 Ｂ鉄を除く鉄類及びアルミにつきまして、本年１月以降の売却単価の入札を実施いたし

ました。その結果、特Ａ鉄及びＡ鉄につきましては１,３００円、６.７％上昇いたしまし

たが、アルミにつきましては、特アルミが７,９５０円、６.９％上昇した一方で、アルミ

は６,４００円、１１.６％下落いたしました。 

 新型コロナウイルスの影響もあり、直近では、鉄類も下落傾向に転じており厳しい状況

でございますが、当初予算の歳入５,３６１万円余は確保できる見込みでございます。 

 今後も、できる限り有利な価格で売却できるよう努めてまいります。 

 続きまして、資料６をご覧ください。台風１９号による災害関連ごみの受け入れ状況で

ございます。 

 令和元年１０月１５日から１２月２７日まで、調布市から２５５.５０トン、三鷹市か

ら１.２３トン、合わせて２５６.７３トンの災害関連ごみを受け入れました。前回の定例

会以降、新たに調布市から３２.２２トン、三鷹市から０.７８トン、合わせて３３トンを

受け入れいたしました。 

 なお、１月以降の搬入はございませんので、今回の報告をもって確定量と考えていると

ころでございます。 

 続きまして、資料７をご覧ください。広域支援による小金井市の可燃ごみの受け入れに

ついてでございます。 

 小金井市の可燃ごみにつきましては、多摩地域ごみ処理広域支援体制実施協定に基づき
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まして、平成２９年度から３,５００トンを上限として受け入れを行っているところでご

ざいます。このたび、小金井市の可燃ごみを処理する浅川清流環境組合の可燃ごみ処理施

設の試運転が始まりましたことから、小金井市の可燃ごみにつきましては、１２月１７日

をもちまして受け入れを終了いたしました。 

 契約期間は本年３月末までとなっておりますが、試運転でトラブルが発生しなければ、

今後、搬入の予定はございません。 

 この間、地元の皆様をはじめ、市民の皆様にはご理解、ご協力を賜り、誠にありがとう

ございました。 

 私からの報告は、以上でございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  管理者からの報告は以上でございます。 

 ただいまの管理者の報告につきまして、質疑のある方は挙手をお願いいたします。 

 嶋﨑議員。 

○８番（嶋﨑英治君）  大崎市の受け入れなんですが、これは資料１０の一番最後のペ

ージに受入方法がＪＲ貨物による鉄道輸送となっているんですが、どこの駅にここで処理

するものは着くのか。それで、その前ですと、車の場合４トン２台になっていますね。ど

この車がどこへ、どういうふうにとりに行くのかということを教えてください。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 

○事務局長（荻原正樹君）  まず、ＪＲ貨物の関係でございますが、宮城県の仙台駅を

出発いたしまして、東京都の隅田川駅に貨物専用駅がございますけれども、そこに到着い

たします。そこで、コンテナをトラックに移しかえまして、トラックで各清掃工場に運ぶ

ものでございます。 

 そのトラックの容量でございますけれども、最大で４.８トンを持ち込むことができま

すが、超過してしまいますと乗せることができませんので、おおむね４トンを見込んでお

りまして、それを各清掃工場に１日２台ずつ運ぶという予定になっております。 

 以上でございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  嶋﨑議員。 

○８番（嶋﨑英治君）  そうすると、その車というのは東京都の車になるんでしょうか。

このふじみの車になるんでしょうか。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 

○事務局長（荻原正樹君）  これは、大崎市さんのほうで契約した車でございまして、
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民間の貨物車で、行政側の車ではございません。 

 それから、もう１点補足させていただきますと、今回のコンテナですけれども、川崎市

さんで使用しているコンテナを借用しておりますので、コンテナの表側には川崎市専用と

いう文字が入っております。 

 以上でございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  嶋﨑議員、よろしいですか。 

 ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  以上で質疑を打ち切ります。 

 以上７件は、報告のとおりご了承をお願いしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  ご異議なしと認め、管理者報告のご了承をお願いいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第４ 議案第１号 ふじみ衛生組合一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の専決処分

について 

○議長（鈴木宗貴君）  続きまして日程第４、議案第１号、ふじみ衛生組合一般職の職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分についてを議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。 

 上野事務局次長。 

（事務局朗読） 

○議長（鈴木宗貴君）  朗読は終わりました。 

 続いて、管理者から、提案理由の説明を求めます。 

 河村管理者。 

○管理者（河村孝君）  議案第１号、ふじみ衛生組合一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例の専決処分につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 当組合職員の給与の改正につきましては、従来から三鷹市に準じて実施してきたところ

でございますが、三鷹市職員の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例が三鷹市議

会におきまして令和元年１２月６日に可決され、公布の日等から施行されました。 
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 これに伴いまして、当組合の給与に関する条例を改正する必要が生じましたが、議会を

招集する時間的な余裕がないことが明らかでございますので、地方自治法第２９２条にお

いて準用する同法第１７９条第１項の規定に基づきまして、当該条例を令和元年１２月

１２日付で専決処分いたしました。 

 改定の内容でございますが、勤勉手当の支給率について、１００分の１００を１００分

の１０２.５、課長職職員は１００分の１２０を１００分の１２２.５、部長職職員は

１００分の１３０を１００分の１３２.５などに改めるもので、令和元年１２月１日から

適用いたしました。 

 提案理由の説明は、以上のとおりでございます。どうぞよろしくご審議のほどお願いい

たします。 

○議長（鈴木宗貴君）  これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  以上で質疑を打ち切り、討論を省略して採決したいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  ご異議なしと認め、これより採決いたします。議案第１号、ふ

じみ衛生組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について、

原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（鈴木宗貴君）  ありがとうございます。満場一致と認めます。よって、本案は

原案のとおり承認されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第５ 議案第２号 令和元年度ふじみ衛生組合補正予算（第

２号） 

○議長（鈴木宗貴君）  続きまして日程第５、議案第２号、令和元年度ふじみ衛生組合

補正予算（第２号）を議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。 

 上野事務局次長。 

（事務局朗読） 

○議長（鈴木宗貴君）  朗読は終わりました。 
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 続いて、管理者から提案理由の説明を求めます。 

 河村管理者。 

○管理者（河村孝君）  議案第２号、令和元年度ふじみ衛生組合補正予算（第２号）に

つきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 補正予算（第２号）の概要でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４,３００万円増額し、総額を１８億７,８１１万３,０００円とするものでございます。 

 その内訳は、歳入において可燃ごみ処理施設売電収入の増が見込まれるため、諸収入を

４,３００万円増額するとともに、歳出におきまして、事業費の売電収入相当額委託料を

増額するものです。また、繰越金を１億７,４２６万８,０００円増額し、分担金及び負担

金において同額を減額するものでございます。 

 提案理由の説明は、以上のとおりでございます。どうぞよろしくご審議のほどお願い申

し上げます。 

○議長（鈴木宗貴君）  これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 嶋﨑議員。 

○８番（嶋﨑英治君）  調布市、三鷹市、構成市の分担金の減額ということなんですが、

こうした減額補正は今後も続くというふうに見てよろしいんでしょうか。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 

○事務局長（荻原正樹君）  基本的にふじみ衛生組合では、繰越金につきましては、補

正を組みまして両市にお返しするという方法をとってきましたので、この方法を踏襲する

ということになれば、今後も引き続き両市のほうにお返しをするというふうなことになる

かと思います。 

○議長（鈴木宗貴君）  嶋﨑議員。 

○８番（嶋﨑英治君）  そうすると、その額も大体このような数字になっていくのか、

増えていくのか、あるいは減っていくのかということです。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 

○事務局長（荻原正樹君）  金額でございますけれども、例年、各市、数千万円、両市

を合わせまして１億数千万円という数字が続いておりますので、このような金額になろう

かなというふうには考えているところでございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  嶋﨑議員、よろしいですか。 

○８番（嶋﨑英治君）  はい。 
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○議長（鈴木宗貴君）  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  以上で質疑を打ち切ります。 

 これより討論に入りますが、討論はありませんか。 

 嶋﨑議員。 

○８番（嶋﨑英治君）  今、答弁いただいたように、今後もこうした１億数千万円が続

くということであります。 

 今回は賛成をいたしますが、資料９－２のリサイクルセンター整備基本構想（案）で、

建設費で両案でも７０億かかるというふうになっていて、国庫負担が全額来るわけではな

いというふうに思うんです。そうしたことを考えると、それに備えるような状況というん

でしょうか、この７０億の新建設費がありますよね、これで国庫負担というのはどのくら

い見込めるんでしょうか。 

○議長（鈴木宗貴君）  討論です。 

○８番（嶋﨑英治君）  失礼しました。全額はないと思うんですね。国庫負担が８０％

が対象ということで、５６億円、国が３分の１負担ということですから、あとはこちらの

ほうで負担をしていくということになると思うんです。 

 それから、私は前々から申し上げていますけれども、これから何が起こるかわからない

という事態がありますから、単に両市に返すという、分賦金を減らすということではなく

て、このふじみ衛生組合に基金を設けてやっていただきたいと、こういうことを申し上げ

て、賛成といたします。 

○議長（鈴木宗貴君）  ほか、大丈夫ですか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  以上で討論を打ち切ります。 

 これより採決いたします。議案第２号、令和元年度ふじみ衛生組合補正予算（第２号）

について、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（鈴木宗貴君）  ありがとうございます。満場一致と認めます。よって、本案は

原案のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第６ 議案第３号 令和２年度ふじみ衛生組合予算 
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○議長（鈴木宗貴君）  続きまして日程第６、議案第３号、令和２年度ふじみ衛生組合

予算を議題といたします。 

 事務局に議案を朗読させます。 

 上野事務局次長。 

（事務局朗読） 

○議長（鈴木宗貴君）  朗読は終わりました。 

 続いて、管理者から提案理由の説明を求めます。 

 河村管理者。 

○管理者（河村孝君）  議案第３号、令和２年度ふじみ衛生組合予算につきまして、提

案理由の説明を申し上げます。 

 ふじみ衛生組合の取り組みは、構成市である三鷹市、調布市の両市民の可燃ごみ、不燃

ごみ及び資源物の適正な処理により、皆様が安全・安心に生活していただくために欠かす

ことのできない事業です。 

 また、その運営は、地元市民の皆様をはじめとする市民の皆様のご理解に基づき、地域

の環境を損ねることなく、適切に行われなければなりません。 

 そして、この目的を達成するためのふじみ衛生組合が経営するごみ処理場の運営経費は、

その大半が組織市の分担金で賄われておりますが、両市の行財政を取り巻く環境は、引き

続き厳しい状況でございます。 

 そこで、この厳しい状況を認識して、ふじみ衛生組合の令和２年度の予算編成に当たり

ましては、歳入の効果的、積極的な確保を図りながら、運営経費のさらなる抑制に努め、

組織市の健全な財政運営に資するとともに、安全で安定した施設運営に努め、循環型社会

形成に向けた重要な役割を発揮できるように、創意工夫に努めたところでございます。 

 このような方針のもと、予算編成に取り組みました結果、令和２年度の歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ１９億２,７３９万８,０００円で、前年度と比較いたしますと

９,２２８万５,０００円、約５.０％の増となっております。 

 なお、各款項別の予算の内容につきましては、事務局長から詳細な説明をさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

 提案理由の説明は、以上のとおりでございます。どうぞよろしくご審議のほどお願いい

たします。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 
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○事務局長（荻原正樹君）  議案第３号、令和２年度ふじみ衛生組合予算の詳細につき

まして、ふじみ衛生組合予算及び同説明書に沿ってご説明させていただきます。 

 初めに、１ページをお開きください。令和２年度予算の構成につきましては、第１条、

歳入歳出予算及び第２条、債務負担行為となっています。 

 ２、３ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算でございます。款、項に区分し

た歳入歳出予算の内訳でございます。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９億

２,７３９万８,０００円で、前年度比９,２２８万５,０００円の増となっています。その

詳細につきましては、６ページ以降の事項別明細書によりまして、順次ご説明をいたしま

す。 

 ４ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為でございます。 

 スプレー缶・ライター処理機につきましては、現在、平成２５年７月から７年間の賃貸

借契約を締結しておりますが、令和２年６月をもって契約期間が終了いたしますので、新

たに７年間の賃貸借契約を締結するため、令和３年度から令和９年度まで支出額

２,５１６万３,０００円を限度とする債務負担行為を設定するものでございます。 

 廃棄物情報管理システム等使用料につきましては、ごみの重量を計量し、資料の作成や

廃棄物処理手数料の納付書を作成するシステムの使用料でございます。現在、平成２５年

度から８年間の賃貸借契約を締結しており、令和２年度末をもって契約期間が終了いたし

ます。新たな賃貸借期間は令和３年度からとなりますが、システム構築に時間がかかるこ

とから、令和２年度中に契約する必要がございます。このようなことから、新たに８年間

の賃貸借契約を締結するため、令和３年度から令和１０年度まで支出額１億９８７万

９,０００円を限度とする債務負担行為を設定するものでございます。 

 続きまして、６、７ページ、歳入歳出予算事項別明細書の総括をご覧ください。 

 まず左側６ページ、歳入でございます。 

 １の分担金及び負担金につきましては、両市からの分賦金でございまして、前年度に比

べ１億５,７８６万円の増となっております。これは、歳出総額が前年度比９,２００万円

余の増額となったこと、及び諸収入において小金井市の広域支援が終了し、受託収入が見

込めないことなどによるものでございます。 

 ２の使用料及び手数料につきましては、廃棄物処理手数料及び組合用地使用料でござい

ます。 

 ３の国庫支出金につきましては、放射能測定経費に係る国の補助金でございます。 
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 ４の繰越金につきましては、前年度と同額の２,０００万円を計上しております。 

 ５の諸収入につきましては、有価物の売却収入や売電収入などでございます。 

 右側、７ページが歳出でございます。その特徴を２点申し上げます。 

 第１に、リサイクルセンターの更新につきまして、前年度に引き続き、三鷹市、調布市

と連携して取り組んでまいります。このため、職員ワーキングチームでの検討とともに、

不燃ごみ処理施設整備検討業務委託料を予算措置いたしました。 

 第２に、オリンピック・パラリンピックを見据えた予算計上でございます。令和２年度

は、オリンピック・パラリンピックが開催され、競技会場として、東京スタジアムや武蔵

野の森総合スポーツプラザが使用されます。会場から排出される事業系一般廃棄物につき

ましては、クリーンプラザふじみに搬入されますので、売電収入相当額委託料を増額する

など必要経費を計上いたしました。 

 このようなことから、事業費が９,０００万円余の増額となる歳出予算となっておりま

す。 

 それでは、詳細の説明に移らせていただきます。 

 初めに、歳入でございます。 

 ８、９ページをご覧ください。分担金及び負担金でございます。 

 令和２年度の分賦金の総額は９億６,１８４万９,０００円でございます。そのうち三鷹

市の分賦金につきましては４億６,５２２万９,０００円でございます。 

 次に、１１ページをご覧ください。調布市の分賦金につきましては４億９,６６２万円

でございます。 

 続きまして、１２、１３ページをご覧ください。使用料及び手数料でございます。 

 廃棄物処理手数料につきましては、オリンピック・パラリンピック開催に伴う事業系ご

みの増加を勘案し、１万２,０００トンの持ち込みごみの受け入れによる４億２,０００万

円を見込んでおります。前年度は１万１,２８０トン、３億９,４８０万円を見込んでおり

ました。 

 総務使用料につきましては、組合用地使用料でございます。 

 続きまして、１４、１５ページをご覧ください。国庫支出金でございます。焼却灰等の

放射能測定に要する経費に対する補助でございます。対象となるのは、焼却灰、飛灰、排

ガスの試料採取及び分析でございます。 

 なお、１０分の１０の補助でございますが、３５ページの歳出が歳入の額を８万円上回
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っています。これは、補助対象とならない排水につきましても、地元とのお約束で測定を

実施するためでございます。 

 続きまして、１６、１７ページをご覧ください。繰越金でございます。前年度と同額の

２,０００万円の計上でございます。 

 続きまして、１８、１９ページをご覧ください。諸収入でございます。 

 初めに、預金利子でございます。１万円を見込んでおります。 

 次に、雑入でございます。右側説明欄をご覧ください。１、有価物売払収入でございま

す。資源市場が低迷していることから、処理量は平成３０年度実績、単価は直近の売却実

績の６０％で見込みました。その結果、前年度に比べ１,９２７万５,０００円の減、

３,４３３万８,０００円の計上となりました。 

 ２、その他雑入でございますが、可燃ごみ処理施設売電収入につきましては、焼却量の

増を見込み、前年度に比べ４,０１４万円増の４億６,０６２万９,０００円を計上いたし

ました。三鷹中央防災公園・元気創造プラザへの温水供給収入につきましては、実績を勘

案し、前年度と同額の２５０万円を見込み、３５ページの歳出にも同額を計上いたしまし

た。 

 なお、小金井市搬入ごみ受託収入がなくなりましたことから、雑入といたしましては、

前年度に比べ９,０６０万円の減額となっております。 

 歳入につきましては、以上でございます。 

 引き続き、歳出でございます。２０、２１ページをお開きください。 

 初めに、第１款、議会費でございます。前年度とほぼ同様の計上となりましたが、実績

等を勘案し、１万５,０００円の増額となっております。 

 続きまして、２２、２３ページをご覧ください。 

 第２款、総務費でございます。前年度と比べ１３９万円の増額となっています。 

 目１、一般管理費につきましては、主に組合運営に係る経費でございまして、前年度と

比べ３８７万３,０００円の増額となっています。その主な要因を申し上げますと、人件

費が１７０万円余の減となった一方で、２５ページ中ほどでございますが、５年ごとに改

定を行う地球温暖化対策実行計画策定委託料１４４万円、公用車の購入費２５９万

８,０００円を計上したことによるものでございます。 

 続きまして、２６、２７ページをご覧ください。 

 目２、環境学習・地域交流推進費は、施設見学等の環境学習及びイベントに要する経費
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でございまして、前年度と比べ２４８万３,０００円の減額となっています。この主な要

因は、実績を勘案し、人件費を減額したほか、前年度計上した社会科見学ＤＶＤ作成委託

料１４３万円の計上がないことによるものでございます。 

 続きまして、２８、２９ページをご覧ください。 

 第３款、事業費でございます。総額につきましては、前年度と比べ、９,０８８万

２,０００円の増額となりました。 

 目１、ごみ処理場管理費につきましては、施設課職員人件費のほか、リサイクルセンタ

ー、クリーンプラザふじみ共通の管理経費でございます。前年度と比べ７３６万円の減額

となっています。この主な要因は、実績を勘案し、人件費を減額したことによるものでご

ざいます。その他の経費につきましては、多少の増減はございますが、例年と同様の予算

計上となっています。 

 続きまして、３０、３１ページをご覧ください。目２、リサイクルセンター運営費でご

ざいます。前年度と比べ２７２万１,０００円の減額となっています。 

 これは、委託料が１,４００万円余増額となった一方で、工事請負費が１,８００万円余

減額となったことによるものでございます。 

 まず、先ほどご説明いたしましたリサイクルセンターの更新検討に関する経費でござい

ますが、３１ページ説明欄の下から４項目め、不燃ごみ処理施設整備検討業務委託料

７００万円を計上いたしました。 

 続きまして、３３ページをご覧ください。説明欄の上から６項目め、集塵脱臭設備活性

炭交換業務につきましては、２年に１回実施するもので、４３５万６,０００円を計上い

たしました。 

 また、説明欄の上から９項目め、廃小型家電再資源化業務委託料につきましては、処理

単価の上昇を見込み、前年度と比べ７６２万７,０００円増額し、２,９７０万円を計上い

たしました。 

 次に、工事請負費につきましては、前年度に予算計上した永磁プーリー設置工事が終了

することから、一般補修工事費１,１００万円のみとなり、前年度に比べ１,８００万円余

の減額となったものでございます。 

 続きまして、３４、３５ページをご覧ください。 

 目３、クリーンプラザふじみ運営費でございます。前年度に比べ、１億９６万

３,０００円の増額となっています。これは、委託料が１億円余増額となったことによる
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ものでございます。 

 ３５ページ説明欄、１、維持管理運営費の上から４項目め、施設運営業務委託料につき

ましては、２０年間の長期契約に基づく本年度分の支出額２億８,８４６万８,０００円で

ございまして、前年度に比べ７,１２７万２,０００円の増額となっています。この長期契

約では、機械設備の保守点検や機器の交換時期等を考慮し、各年度の経費を算出していま

す。令和２年度につきましては、２年ごと及び４年ごとの法定点検を実施する年であるこ

と、また、灰クレーン油圧バケットや大気質測定装置を更新する年であることから、委託

料が大幅な増額となったものでございます。 

 また、歳入と連動する売電収入相当額委託料につきましては、先ほども申し上げました

とおり、オリンピック・パラリンピック開催に伴う事業系ごみの増加を勘案し、前年度に

比べ２,９０４万８,０００円増額し、４億４,０８８万１,０００円を計上いたしました。 

 続きまして、３６、３７ページをご覧ください。 

 第４款、公債費でございます。前年度と実質同額となる２億８,６４７万８,０００円を

計上いたしました。組合債につきましては、元利均等償還ですので、元金が増額、利子が

減額となっています。この償還額が令和５年度まで続く予定です。 

 続きまして、３８、３９ページをご覧ください。 

 第５款、予備費でございます。予備費につきましては、前年度と同額の２,０００万円

の計上でございます。 

 歳出の説明につきましては以上でございます。 

 続きまして、４０ページをご覧ください。ここからは給与費明細書になります。 

 まず、４０ページが特別職でございます。前年度と増減はございません。 

 ４１ページ以降は、一般職でございます。派遣職員等の給与費・共済費につきましては、

職員の人事異動に伴いまして、１,３３０万円余の減額となっています。 

 また、本年度から会計年度任用職員制度が整備され、６５０円余の給与費・共済費を計

上しています。 

 ４２ページから４５ページにつきましては、それぞれの給与費の増減額の明細及び状況

でございますので、ご覧いただければと存じます。 

 続きまして、４６、４７ページをお願いいたします。債務負担行為に関する調書でござ

います。 

 新ごみ処理施設整備運営事業、廃棄物情報管理システム等使用料、スプレー缶・ライタ
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ー処理機賃借料の３事業で、令和２年度以降、３７億１,４００万円余の支出予定となっ

ています。 

 最後に、４８ページが地方債の現在高見込みに関する調書でございます。令和２年度末

の地方債残高につきましては、１６億９,２３９万円となる見込みでございます。 

 議案第３号、令和２年度ふじみ衛生組合予算の説明については、以上でございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  それでは、これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 嶋﨑議員。 

○８番（嶋﨑英治君）  ４１ページになります。会計年度任用職員についてですが、本

年度は２人というふうになっています。これは、括弧内のところにただし書きがあるんで

すが、フルタイマー職員でしょうか、それとも短時間の人なんでしょうか。 

○議長（鈴木宗貴君）  宮﨑課長。 

○総務課長（宮﨑治君）  会計年度任用職員につきましては、お二人について月額職員

を予定しておりまして、その他数名、時間額職員を予定しているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  嶋﨑議員。 

○８番（嶋﨑英治君）  月額というのはフルタイマーということなんですか。それとも

三十何時間とか４０時間とか、そこをお伺いしたんですけれども。 

○議長（鈴木宗貴君）  宮﨑課長。 

○総務課長（宮﨑治君）  いわゆるフルタイムではございませんで、短時間は短時間で

ありまして、正職員よりは短い時間勤務数になっておりまして、１週のうち４日を予定し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  嶋﨑議員、よろしいですか。 

○８番（嶋﨑英治君）  はい。 

○議長（鈴木宗貴君）  ほかにございますか。 

 谷口議員。 

○７番（谷口敏也君）  ３３ページの廃小型家電の業務委託料なんですけれども、先ほ

どの局長の報告の中でも、今年度から逆有償になったというお話だったんですが、これっ

て私が聞いているのは、私の母校の高校でも積極的にＣＭの撮影場所なんかにも提供して

やっているんですね。それは、オリンピックのメダルの支援にしようとかいうので、結構
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大々的にＰＲして国のほうでもやっていたと。 

 ただ、今年度からそれが逆有償になっているというのはちょっと知らなかったんですけ

れども、来年も７６２万７,０００円プラスでこの額ということは、今年度の決算はまだ

終わっていないですが、２,２００万ほどかかりそうだということで、結構な負担になっ

ていくんではないかと思うんですが、今後こういった状況が続いていくんでしょうか。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 

○事務局長（荻原正樹君）  まず、今年度の状況を申し上げますと、４月から６月まで

の３カ月間がトン当たり１万４,０００円で処理経費を払っていたんですが、７月以降は

４万円ということで処理経費が２倍以上に跳ね上がっているような状況でございます。こ

の状況が来年度も続くだろうということで、予算的にはトン６万円の予算計上をしたため

にこの金額になったものでございます。 

 やはり一つは、事業系のプラスチックが海外に輸出できないので、非常に国内での処理

が大変な状況になっているということで、処理事業をする会社さんも費用を払わないとな

かなかやってもらえないというような状況がございます。以前はある程度破砕するなりし

て海外へ輸出していたので、その輸出した収入も見込んで処理経費というのは計算されて

いましたけれども、今言ったように輸出ができないということになりますと、収入がござ

いませんので、その収入分についてはごみを出すところから、小型家電を出すところから

いただかなければいけないということが背景にございまして、処理経費が上がっているよ

うな状況でございます。おそらくこの状態があと数年は続くのではないかと推測している

ところでございます。 

○議長（鈴木宗貴君）  谷口議員。 

○７番（谷口敏也君）  これが始まったのもある意味国の政策じゃないかなと思ってい

るんですけれども、国からの保障的なものというのは全くないんですか。 

○議長（鈴木宗貴君）  荻原事務局長。 

○事務局長（荻原正樹君）  国のほうはこういった法律をつくったんですが、特にそこ

に財政的な援助はございません。 

 それから、先ほど私の答弁で１点、修正させていただきます。４月から６月は１万

６,０００円でございました。 

○７番（谷口敏也君）  １万６,０００円。 

○事務局長（荻原正樹君）  はい。失礼いたしました。 
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○議長（鈴木宗貴君）  谷口議員、よろしいですか。 

 ほかにございますか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  以上で質疑を打ち切ります。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木宗貴君）  以上で討論を打ち切ります。 

 これより採決いたします。議案第３号、令和２年度ふじみ衛生組合予算について、原案

のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（鈴木宗貴君）  ありがとうございます。満場一致と認めます。よって、本案は

原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。それでは、これで会議を閉じます。 

 これにて令和２年第１回ふじみ衛生組合議会定例会を閉会いたします。本日はお疲れさ

までございました。ありがとうございます。 

午前１１時０１分閉会 
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